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    長谷川智恵子茨城県教育委員の不適切な発言についての申し入れ 

    

 １１月１８日に開催された第３回茨城県総合教育会議における、茨城県教育委員長

谷川智恵子氏の不適切な発言に強く抗議し申し入れます。 

 長谷川氏が会議の席上、県内特別支援学校を視察した感想として、「ものすごい人

数の方が従事している。県としてもあれは大変な予算だろうと思った」「妊娠初期に

（障害の有無が）もっとわかるようにできないでしょうか、４ヶ月以降になるとおろ

せないですから」「技術で（障害の有無が）わかれば一番いい。生まれてきてからじ

ゃ本当に大変」「茨城県ではそういうことを減らしていける方向になったらいい」な

どと発言したことが新聞各紙に報道されました。会議後の取材においても、「命の大

切さと社会の中のバランス。一概に言えない。世話する家族が大変なので、障害のあ

る子どもの出産を防げるものなら防いだ方がいい」と話しました。教育委員の資格に

係わる重大発言として看過することはできません。 

 県教育委員会の役割は、障害児教育の充実であり、障害のあるなしにかかわらず基

本的人権が尊重される共生社会を実現することにあります。長谷川氏の発言は、障害

をもつ子どもやその父母だけでなく、妊娠の圧力にもなりかねないものです。 

 この長谷川氏の一連の発言について、知事自身が「問題はない」と発言したことも

重大です。県民の批判が広がっています。 

 長谷川氏は、発言を撤回しましたが、教育行政の根本が問われています。小野寺教

育長は、「深く陳謝」し、「特別支援教育について誠心誠意取り組んでおり、今後も、

より良い教育環境の充実に向け全力で推進して参りたい」と述べましたが、言葉だけ

にせず、特別支援教育の充実に真剣にとりくむべきです。知事自身の責任も厳しく問

われています。  

 今回問題となった「総合教育会議」は知事が招集し、知事と教育委員会が教育の振

興に関する大綱を策定する場です。運用によっては、教育委員会の形骸化をまねき、

知事の教育内容への介入で、教育の政治的中立性を脅かしかねません。教育委員会の

改革と知事の政治的介入の中止を強く求めます。 


